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高校生が交通安全を呼びかけ
秋の全国交通安全運動

　「秋の全国交通安全運動」に先駆けて、9月18日にひたち野東交差
点で街頭キャンペーンを実施しました。牛久栄進高等学校の
池
い け だ

田 蓮
れん

さんが「誓いのことば」を宣誓。同校の生徒会、交通
委員会や野球部の生徒も参加し、牛久市交通安全団体の皆
さんと合わせて約100人で、ドライバーや歩行者の方に啓
発品を配布しながら交通事故防止を呼びかけました。

まちの話題

USHIKU NEWS

ワイン片手に家族と乾杯！
第2回うしくぅ祭

　牛久市商工会青年部が主催する「第2回うしくぅ
祭」が10月4日に開催されました。イベントには自慢

の肉料理を提供する飲食店など33店舗が集結し、ワイン
に合うおいしいグルメが並びました。また、牛久第一中学校が青
年部と協力し、複数のブースでスタンプラリーやフォトブースを
実施。参加者も思い思いに楽しみました。イベントの最後には、う
しく広報大使の2人によるトークショーが行われ、今回初となる抽
選会に、会場は大いに盛り上がりました。

牛久市中学生平和使節団
令和
8年度 ～戦争の悲惨さ、平和と命の尊さを伝える～

　牛久市中学生平和使節派遣事業の一つとして、市内
中学校・義務教育学校の代表生徒18人が、文化財課職
員（学芸員）による事前学習を行い、平和記念式典にあ
わせて、8月5日から2泊3日で広島を訪問しました。
　今年度は、初めて平和記念式典に参列し、犠牲とな
られた方々に哀悼の意を表すとともに、平和への願い
を新たにしました。さらに、平和記念公園や資料館の
見学、被爆体験者による講話などを通して、戦争や原
爆の悲惨さ、平和と命の尊さについて学びました。広
島で「見て・聴いて・感じた」ことを各学校での「平和の
集い」などで伝え、平和への願いを次の世代へつないで
いきます。
　広島訪問後、10月15日から19日の5日間、市民文
化祭の小中学校作品展にて、広島訪問で学んだことを
多くの市民の皆さまに見ていただく機会を設けること
ができました。期間中は多くの来場者が、生徒が作成
したスライドや報告書などに見入っていました。

代表生徒18人が広島訪問で感じたことや学んだ
ことを市ホームページで紹介しています

▲
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1 平和記念式典に参列 ２・３ 平和記念公園を見学し、ガイドによる説明に
聞き入る生徒たち ４平和資料館 ５被爆体験者・梶本淑子さんの講話にて
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牛久の秋の味覚、うしく河童大根
秋冬大根目揃え会

　10月16日、水郷つくば農業協同組合牛久支店営農経済課にて、うし
く河童大根の秋冬目揃え会が開かれました。目揃え会は、生産者と市場
などが大根の品質や出荷規格などを確認し、出荷に向けて基準を統一
するために行われます。また、大根生産部会から市内の小・中・義務教育
学校へ、うしく河童大根が寄贈されました。寄贈された大根は、今後、子
どもたちの学校給食に使用される予定です。 
山越隼人部会長は、今年の生育が長雨や
台風などの天候に大きく影響されたと話し、

「一本でも多くの大根を市場へ届けたい」と
出荷に向けた意気込みを語りました。

口腔ケアや予防歯科を通じて市民の健康増進へ
(株)オーラルケアと包括連携協定締結

　9月24日、市は株式会社オーラルケアと包括連携協定を
締結しました。同社は市内に物流センター[通称「コミュニ
ケーションセンター」]を構え、予防歯科の普及に取り組ん
でいます。本協定では、予防歯科の啓発や親子向けイベン
トの開催、青少年の教育、防災支援など幅広い分野で連
携し、市民の健康増進と地域の活性化を目指します。また、
災害時の備蓄品として、歯ブラシ1万本とキシリトールガ
ム400世帯分の提供を受けるなど、口腔ケアの推進と予防
が生活文化として根付くまちづくりを進めます。

障がい福祉の充実・発展を求めて
牛久市障害者連合会が要望書提出

　10月5日、牛久市障害者連合会が沼田市長に障が
い福祉に関する要望書を提出しました。要望書では
障がい者に寄り添った福祉サービスの充実、障がい
者に対する理解不足や誤解等から生じる課題解決
に向けた取り組みの強化等を求めています。福田
進
のぶひさ

久会長は、「障がい福祉の制度を有効に活用して
いただき、防災体制の強化や、就労の仕組みづくり
等をお願いしたい」と話しました。

絶好の運動日和！市民体育祭
市内３地区で市民体育祭開催

　10月11日、「市民体育祭」が牛久・岡田・奥野の各地区で開催さ
れました。当日は秋晴れの空が広がり、体を動かすには絶好の運
動日和となりました。会場では、紅白玉入れや綱引きなど多くの
競技が行われ、大人から子どもまで多くの参加者がともに汗を流
しました。また、「お玉でダッシュ」や「今晩のおかず」など、各地
区のオリジナル競技も行われ、会場は多くの活気に包まれました。
スポーツを通して、家族や地域の方との絆が深まった一日となり
ました。
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ようこそ牛久市へ！海外からの観光視察
◆桃園市（台湾）政府観光旅遊局の副局長が来市
　9月25日、桃園市政府観光旅遊局の王副局長と職員1人が牛久
市を訪問しました。桃園市には牛久大仏の製造に携わった企業が
あり、その縁から観光・文化・地域産業などの面で当市と結びつ
きを強めています。当日は、両市の交流のきっかけとなった牛久大
仏を訪れ、副局長からは都市交流に前向きなご意見がありました。
11月には、当市がイベントやトレイル事業の視察を行うため、桃
園市を訪問する予定であり、今後ますますの交流が期待されます。
◆ジョージア国家観光庁の皆さんが来市
　9月27日、姉妹都市・テラヴィ市があるジョージア国家観光
庁長官をはじめとする観光庁職員および在ジョージア日本大
使館の皆さんが東京近郊の市町村の観光視察を目的として、牛
久市を訪問しました。市内在住の能楽師・山中一馬先生による
能楽の紹介や、市認定市民文化遺産の新川囃子の見学などを通
じて、牛久市や日本の伝統芸能の魅力を伝えました。

しぜんしぜん
大好大好きき
～牛久の生物～

ハラビロカマキリ
（腹広蟷螂）
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牛久のおいしいをPR!
シン・いばらきメシ総選挙2026

　10月10日～12日、茨城県三の丸庁舎で「シン・いばら
きメシ総選挙2026」が開催され、牛久市からは一般料理
部門で「うま辛大地のマーボー丼（つくば栄養医療調理
製菓専門学校）」、スイーツ部門で「和風わらびモンブラ
ン（伊勢屋牛久）」がエントリーしました。事前投票と会場
での投票の結果、両グルメとも上位10市町村のファイナ
リストに選出され、最終審査で「うま辛大地のマーボー
丼」が協賛企業等特別賞「JAグループ茨城賞」を受賞し
ました。応援ありがとうございました！

うなぎさん、いってらっしゃい
牛久沼へうなぎを放流

　9月26日、「牛久沼うなぎ放流会」が
行われ、こども18人を含む11家族が
うなぎの稚魚約700匹を放流しました。 
この事業は、牛久ロータリークラブ、牛 
久沼漁業協同組合、牛久市家庭排水浄化推進協議会
と市の協働で開催されたものです。参加した子ども
からは「うなぎがぬめぬめしていたけどうまく放流
できた。大きくなって帰ってきてほしい」との声が
聞かれました。

▲桃園市政府観光旅遊局副局長らの市内視察の様子

▲ジョージア国家観光庁の皆さんの市内視察の様子
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100歳おめでとうございます！　100歳のお祝い訪問
　牛久市では、今年度19人の方が100歳のお祝い「百寿」を迎えます。 
10月13日には、椎名功さんを沼田市長が訪問し、内閣総理大臣からの
褒状・記念品、県知事からのお祝い状を手渡しました。市長はこれまで
の時代を築いてくれたことへの感謝とお祝いの言葉を伝え、長寿の秘訣
などの話を聞きました。椎名さんは「ここまで長生きできたのは皆さん
のおかげです。これからの市の発展を期待しています」と話しました。
　市では、多年に渡り、市の発展にご尽力くださった高齢の皆さんが、
いつまでも元気に過ごせるようにこれからも支援していきます。これか
らも心豊かな毎日をお過ごしください。100歳おめでとうございます！
※�10月1日現在、市には100歳以上の方が58人、最高齢は108歳になります。
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牛久沼で自然を満喫！牛久市市制施行40周年記念 牛久沼水上アクティビティ体験
　9月19日、牛久沼が水上アクティビティの舞台に大変身！初開催
となるイベントには、多くの家族連れが参加しました。子どもたち
は水しぶきを上げ、大人も童心に帰って牛久沼の雄大な自然を満
喫。SUPやウィンドサーフィン、生き物探し等の体験を通して、家
族間の会話も弾み、かけがえのない思い出が「沼」のよ
うに深く心に刻まれた1日となりました。牛久沼の
新たな魅力が発見された、笑顔あふれる記念すべ
きイベントとなりました。
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